
平成１８年８月１日 第１３７号　　　（６）

　

六
月
定
例
会
各
常
任
委
員
会
の
審
査
の
概
要
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会
で
付
託
案
件
の
精
査
を
い
た
し
ま
し
た
。

総　
　

務

市
民
経
済

建
設
水
道

▽　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

消
防
自
動
車
を
廃
車
し
た
場
合
、

東
南
ア
ジ
ア
等
へ
寄
附
し
て
は
ど

う
か
。
鉄
く
ず
で
処
分
す
る
よ
り

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
具
体
的

に
は
難
し
い
の
か
。と
の
質
疑
に
、

一
市
単
独
で
寄
附
を
す
る
に
は
相

当
な
費
用
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、

消
防
協
会
等
か
ら
照
会
が
あ
っ
た

と
き
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
、
消
防
協
会
に
お
い
て
経
費

負
担
を
し
ま
す
か
ら
、
こ
の
よ
う

な
機
会
を
と
ら
え
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
市
単
独
で
一
台
、

二
台
を
提
供
す
る
と
な
る
と
、
輸

送
費
や
経
費
が
か
か
る
の
で
、
こ

れ
ま
で
も
全
国
的
な
組
織
を
通
じ

て
行
っ
て
い
ま
す
し
、
今
後
も
同

様
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
の
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
消
防
自
動
車
を
寄
附

す
る
に
は
車
検
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
。
消
防
協
会
を
通
す
場

合
に
は
、
あ
る
程
度
の
費
用
を
見

て
く
れ
る
の
か
。
と
の
質
疑
に
、

あ
く
ま
で
も
廃
車
と
い
う
扱
い
で

あ
り
ま
す
か
ら
、
車
検
切
れ
と
い

う
こ
と
で
提
供
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
と
の
答
弁
が
さ

れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

（
一
部
委
員
退
席
）

▽　

議
案
第　

号
、
第　

号
、
第

５２

５４

　

号
以
上
三
件
は
、
全
員
賛
成
で

５６原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽　

議
案
第　

号
は
、
全
員
賛
成

５３

で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

（
一
部
委
員
退
席
）

教
育
福
祉

▽　

座
間
市
立
市
民
健
康
セ
ン
タ 

ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

使
用
料
に
つ
い
て
、
他
の
施
設

は
午
前
・
午
後
・
夜
間
と
三
段
階

に
分
け
て
料
金
設
定
を
し
て
い
る

が
、
健
康
セ
ン
タ
ー
は
一
回
が
四

時
間
以
内
の
設
定
と
な
っ
て
い
る
。

他
施
設
と
同
様
の
設
定
は
で
き
な

い
の
か
。
と
の
質
疑
に
、
料
金
区

分
の
違
い
は
、
機
材
搬
入
な
ど
の

準
備
時
間
を
み
て
お
り
、
料
理
教

室
は
お
昼
を
挟
ん
で
実
施
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
、
午
前
・
午
後
と
い

う
区
分
に
し
た
場
合
、
双
方
の
時

間
帯
を
借
り
な
く
て
は
な
ら
な
い

た
め
に
こ
の
よ
う
に
し
ま
し
た
。

と
の
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
利
用
状
況
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。
と
の
質
疑

に
、
平
成
十
七
年
度
上
期
・
下
期

あ
わ
せ
て
多
目
的
ホ
ー
ル
二
万
二

千
六
十
九
人
、
栄
養
指
導
室
六
千

百
三
十
八
人
、
保
健
相
談
室
一
万

四
千
七
百
八
十
一
人
、
健
康
増
進

室
六
千
百
四
十
八
人
で
す
。
と
の

答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
利
用
料
金
の
設
定
は

何
を
基
準
に
し
て
い
る
の
か
。土
・

日
・
祝
日
の
夜
間
貸
し
出
し
は
。

と
の
質
疑
に
、
料
金
設
定
は
光
熱

費
を
基
準
に
算
出
し
て
い
る
。
夜

間
利
用
に
つ
い
て
は
、
文
化
会
館

楽
屋
口
の
夜
間
繁
忙
や
駐
車
場
等

の
問
題
か
ら
五
時
ま
で
と
し
て
い

る
が
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

と
の
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽　

陳
情
第　

号
は
別
項
参
照

３０

▽　

座
間
市
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
及
び
座
間
市
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算

　

委
員
会
の
冒
頭
、
こ
の
両
議
案

に
つ
い
て
は
、
国
が
市
町
村
の
公

債
費
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
に

行
っ
た
施
策
を
本
市
で
は
平
成
十

七
年
度
に
引
き
続
き
平
成
十
八
年

度
の
臨
時
特
例
措
置
と
し
て
、
上

下
水
道
事
業
会
計
の
高
金
利
対
策

分
と
し
て
公
営
企
業
緊
急
公
庫
資

金
の
借
り
か
え
措
置
を
講
ず
る
た

め
提
案
し
た
も
の
で
あ
り
、
両
議

案
と
も
利
率
が
七
・
三
％
以
上
の

も
の
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
旨
の

説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

定
員
削
減
が
対
象
と
な
っ
て
い
る

が
、
削
減
は
ど
う
な
の
か
。
と
の

質
疑
に
、
水
道
・
下
水
道
事
業
と

も
減
員
し
て
お
り
、
下
水
道
に
つ

い
て
は
一
般
会
計
に
属
す
る
職
員

数
を
減
員
し
て
い
ま
す
。
と
の
答

弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽　

請
願
第
３
号
は
別
項
参
照

▽　

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　

今
回
事
故
を
起
こ
し
た
職
員
は
、

過
去
に
二
回
の
事
故
を
起
こ
し
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
過
去
の
事

故
内
容
は
。
と
の
質
疑
に
、
平
成

十
三
年
、
右
折
時
に
後
方
か
ら
来

た
バ
イ
ク
と
接
触
。
続
い
て
平
成

十
四
年
、
リ
ア
ゲ
ー
ト
を
開
け
た

ま
ま
駐
車
し
て
い
た
相
手
車
両
を

避
け
よ
う
と
し
て
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ

ル
を
踏
み
外
し
接
触
し
ま
し
た
。

と
の
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
事
故
は
平
成
十
三
年
か
ら
十

五
年
に
か
け
三
年
連
続
で
起
こ
っ

て
い
る
。
運
転
手
の
適
性
に
つ
い

て
の
対
応
は
。
と
の
質
疑
に
、
ペ

ナ
ル
テ
ィ
と
し
て
運
転
業
務
を
外

し
、
助
手
と
し
て
の
作
業
状
況
な

ど
を
見
て
い
る
が
、
今
回
で
三
回

目
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
本
人

の
意
識
変
化
な
ど
を
慎
重
に
と
ら

え
判
断
し
て
い
き
た
い
。
と
の
答

弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

整備された市道１３号線（東原２丁目　リサイクルプラザ前）

各会派の賛否議決
結果

件　　　　　　　名
議案
番号 無会市民政和公明明政市政共産

○△○○○○○承認専決処分の承認について（平成１７年度座間市
一般会計補正予算（第１０号））４６

○○○○○○○承認専決処分の承認について（座間市市税条例
の一部を改正する条例）４７

○○○○○○●承認専決処分の承認について（座間市国民健康保
険税条例の一部を改正する条例）

○○○○○○○承認専決処分の承認について（座間市消防団員等
公務災害補償条例の一部を改正する条例）４９

○○○○○○○
原案
可決

平成１８年度座間市公共下水道事業特別会計補
正予算（第１号）５０

○○○○○○○
原案
可決

平成１８年度座間市水道事業会計補正予算（第
１号）

５１

○○○○○○○
原案
可決

座間市公益法人等への職員の派遣等に関する
条例の一部を改正する条例５２

○○○○○○○
原案
可決

座間市職員の特殊勤務手当に関する条例の一
部を改正する条例５３

○○○○○○○
原案
可決

座間市非常勤の職員の公務災害補償等に関す
る条例及び座間市職員公務災害等見舞金条例
の一部を改正する条例

５４

○○○○○○○
原案
可決

座間市立市民健康センター条例の一部を改正
する条例

５５

○○○○○○○
原案
可決

座間市消防団員に係る退職報償金の支給に関
する条例の一部を改正する条例５６

○△○○○○○
原案
可決

財産の取得について５７

６ 月 定 例 会 の 審 議 結 果

共産（日本共産党）市政（市政クラブ）明政（自由民主党明政会）公明（公明党）政和（政和会）市民（市民連合）無会（会派に属さない議員）

○賛成●反対△退席

各会派の賛否議決
結果

件　　　　　　　名
議案
番号 無会市民政和公明明政市政共産

○○○○○○○
原案
可決

損害賠償の額を定めることについて５８

○○○○●○○
原案
可決

キャンプ座間への米陸軍新司令部並びに陸上
自衛隊中央即応集団司令部の移転に反対する
決議について

議提
９

○○○○○○○
原案
可決

地方交付税の制度堅持と総額確保を求める意
見書の提出について

議提
１０

○○○○○○○
原案
可決

介護保険の国庫負担割合を３０％以上にするよ
う強く求める意見書の提出について

○○○○○○○
原案
可決

貸金業制度の「グレーゾーン金利」撤廃を求
める意見書の提出について

議提
１２

○○○○○○○
原案
可決

多重債務を未然に防止し消費者保護を図るた
めの意見書の提出について

議提
１３

○○○○○○○
原案
可決

「仕事と生活の調和推進基本法」の制定を求
める意見書の提出について

議提
１４

○○○○○○○
原案
可決

脳脊髄液減少症の研究・治療等の推進を求め
る意見書の提出について

○○○○○○○
原案
可決

基地対策予算の増額を求める意見書の提出に
ついて

議提
１６

○○
○ △
７ ２

○○○○採 択「いっぺい窪」保全についての請願
請願
３

○○●●●●○不採択安全・安心の医療と看護の実現のため医師・
看護師等の増員を求める陳情

陳情
３０


